
西日本新聞社の健康増進の取り組みについて

ウォーキングアプリ「ふくおか散歩」
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福岡市 福岡100行政課題解決事業採択
経済産業省 令和元年度健康寿命延伸産業創出推進事業、令和2年度ヘルスケアサービス社会実装支援事業採択
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事業を始めたきっかけ
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新聞社が「健康寿命延伸」に貢献できないか。

読者も健康に不安を感じる高齢の方々が増えている。
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出典：月刊事業構想（2016年8月号）
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少子超高齢化において世界のトップを走るわが国にとって
“健康寿命の延伸”は是が非でも達成すべき課題。

令和２年度の国民
負担率は44.6％と

過去最高

2025年には、65歳以上の方の人口は3,657万人に。
65歳以上の方ひとりを20歳から64歳の方1.8人が
支えることになると推計されている。



© Nishinippon Shimbun 2021 4

国は2016年から将来への成長へ向けて官民一体となって各分野への取り組みを行うため、未来投資
会議を開催。2018年には会合の決定事項として「未来投資戦略」を発表し、その中で健康寿命の増
加を重点施策のひとつとして位置づけられている。

健康寿命を2040年までに3年以上延伸「日本には健康
寿命を延ばす余力がある」と厚労省研究会が報告。



伸び続けるヘルスケア市場

出典：月刊事業構想（2016年8月号）

新聞社だからこそ取り組めるヘルスケア領域があるのでは。

© Nishinippon Shimbun 2021 5

現在、ヘルスケア産業は既存の製薬会社、医療機器メーカなどの既存企業のみに留まらず、
システム事業者、プラットフォーマー、医療とは関係ないと思われていた企業が参入し、
今後はデジタル技術の確認（DX）により医療機関と患者生活者がつながっていく時代が到来。



これまでの伝統的なアプローチ

これに加えて、テクノロジー（ICT）を活用して、

新聞社の新たな可能性を追求したい。

紙面での啓発 セミナー・シンポジウム
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何かを始めるにはお金もかかる

続けるのは大変・・・

めんどくさい・・・

そもそも健康づくりに興味なし。

食生活に気を付けている
から自分は大丈夫。

健康づくりには心理的バイアスによる様々なハードルが・・・

まだまだ若いから大丈夫。
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2019年1月にアプリをスタート！
新聞社の新たなビジネス領域を広げることができました。
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ふくおか散歩の「３つのミッション」
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①地域の人々の健康寿命延伸に貢献
手軽にできる運動であるウォーキングを促進することにより人々の健康
づくりに貢献。

②地域経済の活性化
貯まったポイントは地域の流通・小売店舗などで利用可能なものにし、
経済活動に直結する仕組みとすることで地域経済の活性化に貢献。

③ヘルスケアのプラットフォーム
プロジェクトを起点として、人々の健康増進に役立つプラットフォーム
づくりを。民間だけでなく公共部門や各種団体、学術・研究機関との連
携も視野に。

産官学民
連携

地域経済
活性化

健康寿命
延伸



歩数 ポイント

新聞読者(シニア)に使ってもらうため、
仕組みはシンプルさを追求！

お得！

歩いて 貯めて 使う
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ふくおか散歩の機能
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「行政との新たな連携」にも取り組んだ

民間の活用
で健康増進
施策を推進

地域課題に
ビジネスで
挑戦する

【行政】 【新聞社】

×
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アプリを登録し利用された方の歩数の変化などを確認しその成果等を

今後の福岡市の健康づくり施策の検討に活かし市民の健康寿命の延伸を図る。

〇身体活動量が多い人は少ない人に比べ生活習慣病の発症リスクが低いことが実証されており，健康日本21福岡市計画では，
市民が取組みやすい運動として，ウォーキングを推奨し，ウォーキングマップづくりや，ウォーキングイベントなどを開催している。

〇健康日本21福岡市計画で設定している1日あたりの歩数の目標値について，平成29年度の中間評価時点では，男女とも目標値に届
いていない。また，健康づくりに取り組んでいる人の割合は，平成24 年度の実績値から減少している。
※１日あたりの歩数
・男性(20歳以上)： 7,621歩(2011年)⇒7,419歩(2016年)⇒9,000歩(2020年目標値) 
・女性(20歳以上)： 7,281歩(2011年)⇒7,706歩(2016年)⇒8,500歩(2020年目標値) 
※健康づくりに取り組んでいる人の割合
57.6％(2012年)⇒ 54.4％(2016年)⇒ 75％(2020年目標値) 

〇健康づくりに取り組んでいない層は，30代，20代，40代の順で推移していることから，特にこれらの年齢層をターゲットとした，
「自然に」「楽しみながら」「日常的に継続して」歩くことにつながる仕組みを取り入れていくことが必要となっている。

記者発表：令和元年９月３日

テーマ：市民が日常的に継続して歩くことにつながる取組み・仕組み

「人生100年時代を見据え、心身ともに健康で自分らしく暮らしていける持続可能な社会の実現」
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引用：福岡市健康先進都市戦略

福岡市では税金や年金保険料を払う働く現役世代の 数が増えないことで医療
福祉財源が伸び悩んでいくことが予想される。
医療福祉の負担が急伸するという大きな問題を抱えている・・・。

＜福岡市の高齢化率＞

2010年 2025年 2040年 2050年

17.4 24.8 31.0 34.3 （％）
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福岡市では2025年の要介護高齢者は約10万人、認知症高齢者は約5.5万人になる と
見込まれ、いずれも2014年の2倍近い水準となっている。

引用：福岡市健康先進都市戦略



福岡100行政課題解決事業スキーム

ふくおか散歩は、民間企業による「自走型健康ポイントビジネスモデル」
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連携事業では市民の「歩数増」「継続性」に寄与する取組みを展開

新聞社の顧客接点、コンテンツ、広告ビジネスノウハウ

凸版印刷と正興ITソリューションのアプリ開発・運用ノウハウを持ち寄っている

事業コンソーシアム

サービス
提供

アプリユーザー

アプリDL

既に実施していた部分

西日本新聞社
（事業全体統括・広報）

正興ITソリューション
（アプリの開発・保守）

新生堂薬局
（プロジェクトパートナー）

凸版印刷
（サービス開発）

歩数蓄積 ポイント獲得

協賛店で
サービス受領

全般 メーカー 流通・薬局
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協賛金・
インセンティブ
の提供

その他連携

アプリの告知
企業の広報・宣伝

自社商品を
景品として提供

店舗をポイントや景品の
交換の場・健康相談の場
として連携

協力企業

抽選
プレゼント

福岡100行政課題解決事業スキーム

登録者（利用者数）の増加とともに今後強化していく部分

連携

福岡市

連携

イベント実施に
よるポイント付与

歩く意欲醸成 イベント参加に
よるポイント付与

ポイント
消化

市のイベント
情報発信

本事業での強化部分

継続使用による
歩くサイクルを

創出
ユーザー口コミや情報発信による市民ユーザー獲得



③他部署との横展開

保健福祉局を窓口に交通局や住宅都市局、経

済観光文化局などとも連携を行った。

事業展開内容

①歩く意識の向上

市民参加型の「目指せ100kmウオーク」をは

じめ、各区の健康フェスタとの連携により市

民の歩数の可視化を図った。

アプリ登録者数や登録前後の平均歩数の推移

などを可視化。今後の施策づくりに活用いた

だくためのデータを抽出した。

④市民の歩数可視化（データ化）

②イベント情報の発信

福岡市の健康づくり関連のイベント情報の発

信やポイント付与による参加意欲の向上を図

り、歩く楽しみ提供し歩数の底上げを推進。
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同事業における４つの取り組み



2019年10月の健康づくり月間にオンラインイベントを開催。

100kmウォーク、約250人が参加。約45％が達成。

①歩く意識の向上
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結果として、アプリリリース時から

達成者の平均歩数は約3,000歩増

参加者の平均歩数は約1,000歩増



②イベント情報の発信

ウオーキングや健康啓発イベントなどの情報を配信
福岡100の事業紹介やアプリポイントが獲得可能なイベントも展開。

アプリユーザー

9月25日配信

地下鉄ウオーキング

9月25日配信

ウオーキングマルシェ

10月3日配信

ロコモフェスタ2019

12月20日配信

福岡100情報サロン

236人が参加。

※ポイント獲得数
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福岡市各区の健康フェスタと連携し情報発信

②イベント情報の発信

アプリ

参加者総数

451人
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参加者にアプリポイントを付与することで来場促進にもつながった。



③他部署との横展開

＜福岡市交通局＞

地下鉄バーチャルコース 各駅の紹介

初期設定であるバーチャルコースに加え、地下

鉄コースを新設。ユーザーは自身の歩いた歩数

を地下鉄駅の距離(km)で換算することが可能に

なった。

＜経済観光文化局・住宅都市局＞

参加者総数

105人

実施期間2019年11月1日～3日

バルウオーク福岡2019と連携。

ライオン広場にアプリポイントが獲得可能なQRコードを設置。
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＜住宅都市局花とみどりのまち推進部＞

地域応援プロジェクトで連携。

今後はスタンプラリーも

＜道路下水道局＞

市内のハートのレアマンホールを

探すスタンプラリーを開催



④その他
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初期設定である福岡県内観光コースに加え、福岡市内観光コースを新設。

コース2週目以降は福岡市内のシンボルや観光名所が表示される仕様に。

散歩コースをバーチャルで表示。

歩数により観光名所の写真が表示

市内の観光地を紹介する
バーチャルコースの設置

ホーム画面に福岡市健康づくり

イメージキャラクター

「よかろーもん」を追加

アプリ上で
キャラクター表示



イベント連携や情報発信などにより

福岡市内のユーザー数が大幅に増加。

事業連携前 事業連携後
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④市民の歩数可視化/ユーザー数

1年間でDL数が
約6,000DL⇒約1万6000DLに拡大できた



④市民の歩数可視化/ユーザーの歩数

※赤枠はアプリ登録以前の

ユーザー平均歩数。

上記より歩数が増加している

箇所が黄色の網掛けです。
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連携事業期間中のユーザー歩数は、
登録前に比べて

各年代で平均歩数が上昇



④市民の歩数可視化/ユーザー推移
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事業連携前に比べ、連携後はアプリ登録数も増加傾向に。

プレスリリースを行った2019年9月と直前の8月比では8月のDL数481人→1,119人増加率は8月から232％に。

さらに10月は1,945人増で8月比404％。事業連携の効果で登録者数が飛躍的に増加したと言える。

アプリリリース

事業連携後事業連携前



自社展開①紙面展開
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特に新聞広報では、西日本新聞朝刊を活用し大学教授や医療従事者からの「歩く」をテーマとした特集記

事を展開。歩くことへの興味関心にコミットした結果、ユーザー数の拡大にもつながった。

今後も継続して紙面展開を実施予定。

2020年3月23日

上：2019年6月22日 下：2019年9月16日 2020年2月12日2020年1月15日



自社展開②イベント展開
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協力店舗用ツール作成

• 協賛社獲得とユーザー向けイベントとして、2020年1月29日に福岡市にて「ふくおか散歩ウォーキ

ングフェア」を実施。6社が協賛・2団体の協力を得た。約420人が来場した。※年間2回程度実施

• 協力店拡大のために、登録店舗のウェブサイトでの紹介や店舗掲出ツールを作成した。

協力店舗をウェブサイトで紹介

ふくおか散歩ウォーキングフェアの新聞告知

協力店
拡大

協力店
拡大

ウォーキングフェアの開催

協賛
獲得

協賛
獲得

ウォーキングフェアでは、デンタルヘ
ルスケア分野で事業展開するスタート
アップ企業「歯っぴ~」と連携し、簡
易チェックブースを設けた。健康ポイ
ント500ポイントで、約30名がチェッ
クを受けた。

スタート
アップ連携



自社展開③大学との連携
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福岡工業大学「ウェルネス基礎」（社会環境学部楢崎教授）で活用。
「地域創生入門」（10/22オンライン）では、学生の意見交換も実施。
生徒からはアプリ機能について自由なアイデアが寄せられた。

• 大学との連携を進め、新型コロナウイルス対策でオンラインとなった授業で
ふくおか散歩をツールとして活用。学生との意見交換やアンケートも実施した。

アンケートでは、「操作が簡単で歩数も見やすかった」と86％が使用感を評価。
アプリ紹介は、「自分の親世代に紹介することで少しでも健康に興味を持ってくれる」としたいと思うが
52％だが、「普通の万歩計やGooglefitで十分だと思うので」などそう思わない学生も半数程度で意見が
分かれた。73％の学生はアプリを活用した今回の授業で健康増進に興味を持った。

＜意見・アイデア一部抜粋＞
機能案：「日記機能、チャット機能やすれ違い通信、ゆるキャラを用いたアラート機能」
使用感：「使用者同士での交流がまだまだ少ないように感じた。ちょっとした交流が

高齢の方には特に大切だと思う。」「ゲーム性があれば利用者が増えると思う」



自社展開④アプリでの情報発信
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・参加するとポイントが獲得できる、管理栄養士が行う「健康測定会（無
料）」を新生堂薬局と開催。

・測定器を使って体脂肪率や筋肉量などを測定し簡単なアドバイスを行い、
500ポイントを付与するもの。

・毎月「6」のつく日に健康レシピ情報を配信

薬局チェーン店舗での「健康チェック」、管理栄養士による「健康レシピ」情報配信



令和元年度健康寿命延伸産業創出事業における取組
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経済産業省「令和元年度健康寿命延伸産業創出事業」に採択され、ダウンロード（利用者）数の増加に取

り組んだ。新聞広報、テレビ、ラジオ、ウェブメディアとの連携を強化するとともに、ノベルティ作成や、

イベントツール、店舗向けツールの作成により、ダウンロードとアプリ活用を促進した。

九州朝日放送：ラジオ

DL
促進

アウモ：お出かけWEBメディア

DL
促進

テレビ西日本：テレビ番組

DL
促進

ノベルティマスク

DL
促進

事業紹介チラシ作成

DL
促進

QRコード掲出用パネルの作成

アプリ
活用
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・アプリのメインターゲットである40-60代のユーザーを対象とした機能を追加実装

（GPSを活用したスタンプラリー機能、グループ対抗戦機能）

・歩く意欲の向上とアプリ継続利用に向けたサービス拡充UIの改修

QR/GPS方式スタンプラリー グループ対抗戦 バーチャルコース

コース選択グループ設定へのポイント付与 UI/UXの改修・テスト

個人目標設定

カードランク仕様変更

下のスタンプマークをタップし

令和元年度健康寿命延伸産業創出事業における取組②
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ウォーキングアプリ「ふくおか散歩」を活用した地域活動団体支援

「地域応援プロジェクト」

令和2年度ヘルスケアサービス社会実装支援事業における取組
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アプリで得たポイントを「地域応援」に利用できる仕組みを新たに実装

令和2年度ヘルスケアサービス社会実装支援事業における取組
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歩くことが地域貢献になる
これまでの状態像

自分のために
歩こう！競お
う！お得も

GET！

「歩けば福がやってくる」

【自分のために歩く】

自分のために
歩こう！ポイン
トは地域のため
に使おう！

企画でチャレンジした状態像

「歩けば福がやってくる」
＆

「地域が元気になる」

【自分のために歩く＆
地域貢献】

✓割引クーポンやプレゼントで「お得を得る」だけではなく、歩くことで自分以外の

誰かが幸せになる世界観を提供。

令和2年度ヘルスケアサービス社会実装支援事業における取組
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地域応援プロジェクトに関して n=2,343

1,000人以上のユーザーが自分の健康づくりに加え
て地域貢献に参加できると実感した。

令和2年度ヘルスケアサービス社会実装支援事業における取組
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歩いて貯めた
健康ポイントで応援

支援金を贈呈

支援金の原資を協賛

6つの地域活動（計30団体）に総額300万円を支援。
支援金の原資を協力企業（30社）から集めた。

令和2年度ヘルスケアサービス社会実装支援事業における取組

６つの地域活動（計30団体）
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No 窓口 団体名/支援内容 件数

1 福岡市保健福祉局 地域の身近な場所に設置するベンチの購入費に活用したい～ベンチプロジェクト～ 1

2 福岡市住宅都市局 花づくりの輪を広げてまちを彩り、人のつながりや心を豊かにしたい～一人一花運動～ 1

3 NPO法人はぁとスペース 幅広い世代にアプローチできる飲酒運転撲滅啓発グッズを作りたい 1

4 一般社団法人　篠栗町観光協会 「篠栗四国八十八カ所霊場」の案内看板を分かりやすく整備したい 1

5
福岡市NPO・ボランティア交流

センターあすみん

市民団体の活動資金に充て、幅広い社会課題への支援につなげたい

①緑のキャラバン隊／公園や病院の花壇などで花と緑を育て活用

②フードバンク福岡／食品ロスの削減と生活困窮者の支援

③福岡城市民の会／鴻臚館・福岡城の復元・整備の促進、町づくり

④FOCUS／キャリア支援サービスの提供

⑤トゥマンハティふくおか／福岡在住の外国人支援やインドネシアにある日本語学校の運営支援

⑥箱崎自由学舎えすぺらんさ／不登校などで居場所を失った子どものフリースクール

⑦福岡被災地前進支援／被災した人々が前に進むために防災活動にも取り組む

⑧ママワーク研究所／仕事と子育てを両立したいママのサポーター

⑨Little Hands／学生による子ども育成・見守り事業

⑩アカツキ／NPO法人の伴走型コンサルティング

10

6
久留米市市民活動サポートセン

ター みんくる

新しい形を模索し市民活動を再始動させたい「リブート・アクション・くるめ」

①RUN伴＋久留米/認知症の人とのタスキリレーを通じ、まちをオレンジ色に染めていく。

②オレンジ健康フェスタ実行委員会/地域における認知症疾患の保健医療水準の向上を図る、

③筑後を守るドローン隊/最先端の技術・プログラミング体験を通じた「子ども居場所づくり」

④ちくご松山櫨復活委員会/久留米で生まれた「松山櫨」を復活と櫨の良さや魅力を発信

⑤ほとめきイベント実行委員会/世代を超えて子どもたちに喜ばれてきた「街なかの催し」

⑥こえてゆけ！次郎と駅伝大会 from くるめオンライン公民館、

⑦♪メモリー・ケア♪/オンライン配信による音楽活動を取り入れたトレーニングによる認知症予防

⑧健康麻雀の会/健康増進のための健康麻雀

⑨心眼ハート♡あいず/見えない・見えにくい大人や子どもとの学習会や交流会

⑩日本語支援 むつもん教室/外国人の小、中、高校生と成人のための日本語学習支援教室

⑪がんサロンちっご 虹の会/患者・家族の交流会

⑫NPO法人 ハッピーママくらぶ/発達障害の啓発や、親への支援を

⑬久留米断酒の会/断酒継続

⑭一般社団法人 久留米健康くらぶ/認知症予防

⑮くるめ 災害支援ネット/防災意識の啓発および被災地支援

⑯IPC西国分/コミュニティーセンター

16

令和2年度ヘルスケアサービス社会実装支援事業における取組
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●支援プロジェクト掲載済（11月） ●ユーザーによるプロジェクト応援
（11月～12月）

●プロジェクト支援報告（21年1月）

アプリ内に活動応援サイトを立ち上げ、新聞広告を
メインにWEB記事・SNSなどでプロモーションを実施

令和2年度ヘルスケアサービス社会実装支援事業における取組
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令和３年度地方公共団体における効果的な熱中症予防対策の推進に係るモデル事業における取組

福岡市をはじめとした事業者による熱中症対策事業にも参画。
アプリを活用した（特に）高齢者やウオーキング実践層の熱中症予防及び啓発を実施。

事業での追加UI
予防行動を案内 熱中症予測情報を案内 市内給水スポットを案内

※本事業は6/22～10/27まで

朝刊での紙面啓発も実施



ふくおか散歩/ユーザーデータ（2021年5月末現在）
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最後に

「ふくおか散歩」事業は派手さは無いですが、
地域課題と向き合う取り組みとして、
これからも真摯に取り組んでいきたいと考えており
ます。私共の活動報告が皆様の事業の一助になれれ
ば幸いです。

ふくおか散歩事務局

E-mail：fukuoka.sanpo@nishinippon-np.jp
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（西日本新聞社メディアビジネス局内）


